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歳　　入 歳　　出 歳　　入 歳　　出 歳　入 歳　出

国 民 健 康 保 険

特 別 会 計

介 護 保 険

特 別 会 計

後 期 高 齢 者 医 療

特 別 会 計

公共用地先行取得事業

特 別 会 計

母子父子寡婦福祉資金

貸 付 金 特 別 会 計

141,032,698 138,272,316 136,904,764 134,188,690 103.0 103.0

38,206 32,879 － － 皆　増 皆　増

129.4 183.2175,442 175,442 135,564 95,776

87,337,730

令和元年度

26,773,693

区　　　　　分

一　般　会　計 89,256,229

特　別　会　計 51,776,469 50,934,586

27,600,093 97.026,343,360

51,732,233 50,686,308 100.5100.1

97.4

平成30年度

83,502,382

前年度比

104.6104.885,172,531

各 会 計 決 算 額 の 前 年 度 比 較 表

単位:千円，％

合　　　　　　計

3,566,567 3,390,909 3,400,502

27,058,021

3,229,226 104.9 105.0

103.421,222,561 20,991,996 103.020,303,28520,596,074

 

一般会計では、歳入が 40 億 8,369 万 8 千円(4.8％)、歳出が 38 億 3,534

万 8 千円(4.6％)の増加、特別会計では、歳入が 4,423 万 6 千円(0.1％)、

歳出が 2 億 4,827 万 8 千円(0.5％)の増加となっており、全会計の歳入合計

では 41億 2,793万 4千円(3.0％)、歳出合計では 40億 8,362万 6千円(3.0％)

の増加となっている。 

なお、会計相互間での繰入金・繰出金を除いた決算額については、一般

会計から特別会計への繰出金が62億4,954万9千円で、特別会計から一般会

計への繰出金が3,978万8千円であったことから、 

歳  入    1,347億4,336万1千円(前年度 1,308億3,617万9千円) 

歳  出    1,319億8,297万9千円(前年度 1,281億2,010万5千円) 

となる。 
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⑵ 決算収支 

各会計の実質収支額を前年度と比較すると、次表のとおりである。 

歳入歳出 単 年 度 歳入歳出

差 引 額 収 支 額 差 引 額

国 民 健 康 保 険

特 別 会 計

介 護 保 険

特 別 会 計

後 期 高 齢 者 医 療

特 別 会 計

公共用地先行取得事業

特 別 会 計

母子父子寡婦福祉資金

貸 付 金 特 別 会 計

2,760,382 55,494 2,704,888 39,767 2,716,074 50,953 2,665,121

00 0 0 0 39,788 39,788

実質収支額

11,165 1,658,984

実　質　収　支　の　前　年　度　比　較　表

             単位:千円

区　　　　　分

令和元年度 平成30年度

翌年度へ繰り
越すべき財源

実質収支額

0

翌年度へ繰り
越すべき財源

一　般　会　計 1,918,499 55,494 1,863,005 204,021 1,670,149

1,006,137特　別　会　計 841,883 0 841,883 △ 164,254 1,045,925 39,788

0 292,789230,565 △ 62,224

542,072430,333 0 430,333 △ 111,739 542,072

171,2764,382 171,276 0

230,565 0

175,658 0 175,658

292,789

合　　　　　　計

5,327 0 5,327 5,327 －－－

 

一般会計及び特別会計における歳入歳出差引額は 27億 6,038万 2千円の

黒字で、歳入総額の中には翌年度へ繰り越すべき財源 5,549 万 4 千円が含

まれており、歳入歳出差引額からこれを差し引いた実質収支額は 27 億 488

万 8 千円の黒字となっている。 

なお、普通会計決算の推移は、別表第３(末尾資料 P70)に示すとおりで

ある。 
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そ　の　他

60,665,991 63,476,126 62,010,716

借入額 8,544,100 4,704,400 5,237,700 3,783,100 1,454,600

当年度 <72 : 28>

償還額 5,733,965 6,169,810 5,545,475

63,476,126 ( 100 ) 62,010,716 ( 97.7 ) 61,702,941 ( 97.2 ) 51,137,237 10,565,704

<83 : 17>

9.5 5.5 5.9

503,529 ( 100 ) 431,969 ( 85.8 ) 358,418 ( 71.2 )

121,200 0 95,700

借入額 0 95,700 0

当年度

償還額 121,200 0 95,700

0 ( 100 ) 95,700 ( 皆 増 ) 0 ( ― )

234 ( 100 ) 0 ( 皆 減 ) 166 ( 70.9 )

― ― ―

借入額 ― ― 6,774 6,774 0 6,774

当年度 (100.0 )

償還額 ― ― 0

― ( ― ) ― ( ― ) 6,774 ( 皆 増 ) 6,774 0 6,774

(100.0 )

― ( ― ) ― ( ― ) ― ( ― )

60,787,191 63,476,126 62,106,416

合
借入額 8,544,100 4,800,100 5,244,474 3,789,874 1,454,600 6,774

当年度        <72 : 28> (0.1 )

償還額 5,855,165 6,169,810 5,641,175

 
63,476,126 ( 100 ) 62,106,416 ( 97.8 ) 61,709,715 ( 97.2 ) 51,144,011 10,565,704 6,774

 　    <83 : 17> (0.0 )

503,763 ( 100 ) 431,969 ( 85.7 ) 358,584 ( 71.2 )

計

 「注」1 各年度の(  )内の数値は、平成29年度を100とした指数。

財務省など･････財務省、厚生労働省、旧日本郵政公社、地方公共団体金融機構､大阪府

その他･････････銀行等、共済組合等、市町村振興協会

期 末 現 在 高

母
子
父
子
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
金
特
別
会
計

期 末 現 在 高

公
共
用
地
先
行
取
得
事
業
特
別
会
計

期 末 現 在 高

　　　 4 市民１人当たり市債現在高は、期末現在高を各年度3月31日現在の総人口で除したもの。

支  払  利  息

市民１人当たり
270,283 266,670

　　　 3 市債利率の（　 ）内の数値は利率の構成比。

　　　 2 資金の種別の<  >内の数値は資金の割合。  

266,923

財務省など

支  払  利  息

支  払  利  息

期 首 現 在 高

借入額／歳入総額

区        分

支  払  利  息

期 首 現 在 高

期 末 現 在 高

資　金　種　別

270,283 266,259 266,894
市民１人当たり
市債現在高(円)

　　　 5 平成29年度一般会計の期首現在高は、平成28年度期末残高から償還免除のあった335千円を減じている。

平成29年度

 期 首 現 在 高

一

般

会

計

無利子

 期 首 現 在 高

市債現在高(円)

 一　般　会　計　・　特　別　会　計　

令和元年度平成30年度

令　　　　　　　和　　
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別表　第２

単位：千円，％

5,213,600 24,100

(99.5 ) (0.5 )

38,989,185 11,686,972 5,610,484 4,324,138 832,240 67,996 47,668 1,454 142,804

(63.2 ) (18.9 ) (9.1 ) (7.0 ) (1.4 ) (0.1 ) (0.1 ) (0.0 ) (0.2 )

5,213,600 24,100

(99.4 ) (0.5 )

      

38,989,185 11,686,972 5,610,484 4,324,138 832,240 67,996 47,668 1,454 142,804

(63.2 ) (18.9 ) (9.1 ) (7.0 ) (1.4 ) (0.1 ) (0.1 ) (0.0 ) (0.2 )

 0.5％ 以下

　　　　　元　　　　　　　年　　　　　　　度　　　　　　　の　　　　　　　内　　　　　　　訳

 3.5％以下  4.5％以下

市 債 利 率

 3.0％ 以下

　市　　債　　状　　況　　表

 4.0％ 以下 1.0％以下 1.5％以下 2.0％以下 2.5％以下
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 職員給与費対 職員給与費 ( 348,863,350 )

     料金収入 比率（％） 料 金 収 入 ( 3,512,672,354 )

 企業債償還金対 企業債償還金 ( 500,752,781 )

     料金収入 比率（％） 料 金 収 入 ( 3,512,672,354 )

 企業債利息対 企 業 債 利 息 ( 156,699,571 )

     料金収入 比率（％） 料 金 収 入 ( 3,512,672,354 )

総 収 益 ( 3,815,666,774 )

総 費 用 ( 3,607,979,912 )

経 常 収 益 ( 3,815,666,774 )

経 常 費 用 ( 3,607,979,912 )

営業収益－受託工事収益 ( 3,642,351,074 )

営業費用－受託工事費用 ( 3,392,349,899 )

営業収益－受託工事収益 ( 3,642,351,074 )

(期首未収金＋期末未収金)÷2 ( 569,589,646 )

流 動 資 産 ( 7,108,910,774 )

財 流 動 負 債 ( 1,509,882,042 )

務 現 金 預 金 ( 3,487,626,485 )

比 流 動 負 債 ( 1,509,882,042 )

率 固 定 資 産 ( 15,385,634,595 )

資本金＋剰余金＋評価差額等＋繰延収益 ( 11,422,396,833 )

固 定 資 産 ( 15,385,634,595 )

固定資産＋流動資産＋繰延資産 ( 22,494,545,369 )

 固 定 資 産 対 固 定 資 産 ( 15,385,634,595 )

     長期資本 比率（％） 資本金＋剰余金＋評価差額等＋固定負債＋繰延収益 ( 20,984,663,327 )

資本金＋剰余金＋評価差額等＋繰延収益 ( 11,422,396,833 )

負債・資本合計 ( 22,494,545,369 )

固 定 負 債 ( 9,562,266,494 )

負債・資本合計 ( 22,494,545,369 )

1日平均配水量 ( 65,348 )

施 1日配水能力 ( 129,000 )

設 1日最大配水量 ( 72,207 )

の 1日配水能力 ( 129,000 )

効 1日平均配水量 ( 65,348 )

率 1日最大配水量 ( 72,207 )

性 年間総有収水量 ( 23,152,781 )

年間総配水量 ( 23,917,422 )

「注」 平成30年度年鑑指標は、地方公営企業年鑑による給水人口15万人以上30万人未満の事業の数値

×100

財　　　　政　　　　状　　　　況

9.4
費

用

比

率

×100 13.0

区　　　　分  算　　　式    ( 令和元年度 )　単位：円,㎥ 平成29年度

×100 5.0

105.4
収

支

比

率

105.4

 総  収  支  比 率（％） ×100

 経 常 収 支 比 率（％） ×100

 営 業 収 支 比 率（％） ×100 107.3

 未 収 金 回 転 率（回） 6.8

 流   動   比  率（％） ×100 583.2

 現   金   比  率（％） ×100 277.0

 固   定   比  率（％） ×100 137.1

 固定資産構成 比率（％） ×100 68.7
構

成

比

率

72.6

50.1×100

×100

 固定負債構成 比率（％） ×100 44.5

 自己資本構成 比率（％）

×100 55.6

 施 設 利 用 率（％） ×100 51.3

 負　　荷　　率（％） ×100 92.3

 最 大 稼 働 率（％）  

 有  　収　  率（％） ×100 98.0
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　       　資料　４

等　　　　諸　　　　比　　　　率　　　　表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 職員給与費の分析のうえで､最もよく用いられる指標の一つである。この比率が高いほ
ど、固定費が増嵩し、財政硬直化の原因となり、経営悪化を意味する。

12.1

平成30年度

8.4 9.9

年鑑指標(注)
備　　　　　　　　　　　考平成30年度 令和元年度

 企業債償還金の料金収入に対する割合を示すものである｡地方公営企業の場合、建設投資
の財源は企業債に依存しているためこの比率が高くなるが、高くならない配慮が必要であ
る。

13.1 20.3

4.8 4.5

108.5 105.8

14.3

 上記比率と同様にこの比率の増加は、水道事業の経営を圧迫するため、拡張事業等は慎重
に行うべきである。

5.2

112.7

108.5 105.8
 主たる営業活動によって得た収益と他の関連する収益の合算を、営業活動に要する費用と
他の関連する費用で除して求められるものであり、この比率が100％未満であれば、収益的
収支が均衡していないことを表す。

 未収金の回転状況を判断する指標であり、一般的にこの率が高いほど未収期間が短く、未
収金が早く回収されていることを示す｡なお､未収金の額は貸倒引当金を控除する前の額で
ある。

 総収益が総費用の何％に当たるかを表すもので、100％を超えた部分が収益となる。

112.6

110.1 107.4
 営業収益が営業費用の何％に当たるかを表すもので、この比率が100％未満である場合
は、企業本来の経営活動では収支の均衡が図られていないこととなる。

104.2

6.7 6.4

613.1
 短期債務に対して流動資産が十分にあるかどうかを表し、この比率が高いほど、短期債務
に応ずる流動資産が豊富なことを意味している。

318.9

7.7

292.0 231.0
 支払能力を測定するもので、この比率が100％を超えると流動負債を弁済してもなお、支
払能力に余力のあることを示している。

470.8

135.4
 固定資産の調達原資である自己資本金との関係を表し、この比率が100％を超えると、自
己資本金以外の借入金により固定資産が調達されていることを示す。

270.9

125.8

69.1 68.4
 総資産に占める固定資産の割合を示し、この比率が大きくなることは資本の固定化、固定
費の増加を示す。

134.7

87.4

72.7 73.3
 固定資産に対する調達原資の適合関係を判断するために用いられ、この比率が100％を超
えると、固定資産の調達原資の一部が短期資産で賄われていることを示す。

91.0

 上記比率と対応をなすもので､負債・資本合計に占める固定負債との割合を示すもので、
数値が大きいほど他人資本に依存していることを示す。

26.643.9 42.5

 負債・資本合計に占める自己資本金の割合を示すもので、この比率が高いほど良いが、通
常公営企業は設立の目的であるサービスの提供について､その元となる施設にあっては､企
業債で建設することとなるので、全般的に低率となっている。

69.451.0 50.8

 水道施設の経済性を総括的に判断するもので、数値が大きいほど効率的であるとされる。 62.3

55.9 56.0

50.8 50.7

69.5

90.9 90.5 89.7

90.297.8

 水道事業の施設効率を判断する指標の一つであり､季節等による需要変動が大きいほど施
設の効率性は悪くなり、負荷率は低くなる。

96.8  水道事業の施設効率を判断する指標であり、数値が大きいほど効率的である。

 水道事業の施設効率を判断する指標の一つであり､率が高いほど施設の効率性が高いとい
えるが、あまり高すぎても、安定給水という視点から問題となる。
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